第4章 　労働時間、休憩及び休日　
(労働時間及び休憩時間) 
第1条 　労働時間は、１週間については４０時間、１日については８時間とする。
２　始業・終業の時刻及び休憩時間は、次のとおりとする。ただし、業務の都合その他やむを得ない事情により、これらを繰り上げ、又は繰り下げることがある。この場合、　　　前日までに労働者に通知する。
1 一般勤務
	始業・終業時刻
	休憩時間

	始業　　午前　9　時　00　分
	　12　時　00　分から　13　時　00　分まで

	終業　　午後　18　時　00　分
	


（休憩時間の利用）
第○条　労働者は、前条で定めた休憩時間を自由に利用することができる。
ただし、職場秩序及び風紀を乱す行為、施設管理を妨げる行為、その他服務規律に反する行為を行ってはならない。
（休日）
第2条 　休日は、次のとおりとする。
1 土曜日及び日曜日
2 国民の祝日
3 年末年始（１２月　３０　日～１月　３　日）
4 夏季休日（　８　月　１３　日～　８　月　１５　日）
5 その他会社が指定する日
２　法定休日は、1週間における最後の1日の休日とする。
３　業務の都合により会社が必要と認める場合は、あらかじめ前日までに、前項の休日を他の日と振り替える（振替休日）ことがある。振替休日を行う場合は、出来る限り同一週内の日を指定するものとする。同一週内で振り替えられない場合は、同一勤務期間内で振替を行うものとする。
（代休）
第○条　会社は振替休日の手続きによらず休日に出勤させたときは、当該休日出勤の日数分の休暇（以下「代休」）を与えることができる。
２　前項の代休の日は、無給とする。ただし、休日労働が生じているときは、法定外休日の場合は割増部分（0.25）の額を、法定休日の場合は割増部分（0.35）の額を支払う。
３　代休は、労働者の申請により付与するものとし、申請期限は休日出勤びから2か月以内とする。ただし、年次有給休暇の取得日数が5日に満たないものは、代休を申請出来ないものとする。
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